
みんなで食べると嬉しいね
〇ねらい：安心する環境の中で、喜んで食べる。

保育の振り返り
園生活が始まり、2か月近く経ちました。家の人と離れることに不安になり涙を見せていた子ども達
も、今では自分から抱っこからおりて、ハイハイをしながら保育室の中へ入ってこれるようになりま
した。好きな玩具を見つけ楽しむ姿も見られるようになりました。おやつの机や、椅子を見ると自分
から寄ってきたり、友達が手を洗っていると、私も！僕も！と水道の周りまで集まってきたりする姿
が見られるようになりました。水が好きなのかなと思っていましたが、椅子に座ると、嬉しそうに手
をを叩きながら早く食べたいという気持ちを伝えてくれたり、待ちきれなくて手を伸ばしたりしてい
る姿を見ていると、園生活のリズムがつき、おやつを楽しみにしていたんだなということが感じられ
ましした。そういう姿に保育者が『嬉しいね』と言葉で伝え気持ちを共有している毎日です。これか
らも『美味しいね』『嬉しいね』と声をかけながら、自分から食べたいなと思う気持ちを大切に、楽
しい雰囲気の中で食べる喜びや楽しさも味わっていけるようにしていきたいです。

(健康な心と身体、豊かな感性と表現)

対象：0歳児、1歳児 みにばら組
作成日2023年5月23日(火)
作成者：進藤早苗
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